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❖日　程／　＊常任理事会　11：30～ 12：00　≪１F　前室≫
　　　　　　＊昼　　　食　12：00～ 13：00　≪２F　松の間≫
　　　　　　＊全員協議会　13：10～ 14：30　≪２F　すずかけの間≫　
　　　　　　　　　議　題　１．新規組合員加入促進について　▪永代印刷㈱の加入紹介
　　　　　　　　　　　　　２．岩手県印刷工業組合創立 60周年記念式典準備委員会の発足について
　　　　　　　　　　　　　　　▪準備委員　▪実行委員の選定
　　　　　　　　　　　　　３．その他
　　　　　　　　　　　　　　　▪�『ワン侍プロジェクト』インバウンドによる地域活性化を目的と

したオールジャパン体制のプラットホームづくり
　　　　　　　　報告事項　①組合アンケート調査からの工場見学について
　　　　　　　　　　　　　②今までの復興事業（グループ申請）の経過報告
　　　　　　　　　　　　　③組合の共同受注事業
　　　　　　　　　　　　　　▪�「盛岡市立病院地域医療連携だより」の印刷についての報告
　　　　　　　　　　　　　　▪�ＩＬＣ年賀ハガキについての報告
　　　　　　　　　　　　　④ＭＵＤ委員会並びに青印協について
　　　　　　　　　　　　　　▪国体関連の受注について　▪活動報告

　　　　　　　　　　　　　⑤各支部報告について
　　　　　　　　　　　　　⑥庶務事項について
　　　　　　＊セ�ミ�ナ�ー　�14：40 ～�16：40　≪ 1Ｆ　胡四王の間≫
　　　　　　　　　　　　　セミナー名　「ソリューションプロバイダーへのステップアップガイド」
　　　　　　　　　　　　　講　師　相馬��謙一氏　ディー・ケー・エス��代表
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　��全印工連経営革新・マーケティング委員会特別委員
　　　　　　＊新年交賀会　18：00�～�20：00　≪ B１　蓬莱の間≫　

　１月 15日（金）、花巻温泉「ホテル花巻」において岩手県印刷工業組合の新年交賀会が開催されました。
交賀会に先立ち行われた全員協議会では、年度初めからの事業についての報告に続いて、新規組合員の
紹介や今年迎える組合の 60周年記念事業についても説明がなされました。組合員が一堂に会する機会
が少ないこの会を利用したセミナーも 39名の方が熱心に聞いていました。セミナー終了後に開宴した
新年交賀会は東洋インキ東北（株）の社長・井口尉氏の乾杯で始まりました。岩手県中小企業団体中央会、
日本グラフィックサービス工業会岩手県支部、岩手県印刷営業士会、岩手青年印刷人協議会をはじめ関
連業者 31名も参加し、組合員 22名と共に新年を祝い、近況など語り合いながら親睦を深めました。

❖日　時／平成 28 年１月15 日（金）　12：00 ～　　❖場　所／花巻市花巻温泉　「ホテル花巻」

平成28 年 岩手県印刷工業組合新年交賀会



平成 28年３月号

3

　　　　  下期東北地区印刷協議会
　　◆開催日時
　　　平成28年２月 17日（木）13：30～
　　◆開催場所
　　　仙台市青葉区本町「パレスへいあん」
　　◆参  加  者
　　　東北六県役員・来賓・その他73名

平成27年度

Ⅰ．全体会議

　東北各地からご参集いただき有難うございます。全印
工連からは島村会長、臼田副会長、生井専務のご臨席を
いただいております。
　さて、あの東日本大震災から丸 5年になろうとしてい
ます。仙台の街を見る限り、その影響は感じられません。
しかし沿岸地域では、まだまだご苦労されている方が多
くおられます。一日も早い復興を願ってやみません。
　アベノミクスは、最近の日銀マイナス金利導入等に見
られるよう、その効果は揺らいでおります。様々な要因
により、円高・株安の状況を招いています。単に机上の
計算ではなく、マーケットなどの実態を把握して行動す
ることは、私たちの経営にも言えることだと思います。
　全日本印刷文化典ふくしま大会が本年 10月に迫って参
りました。全国から多くの仲間に集まっていただくよう、
東北 6県が一丸となって協力体制を築いていきたいと思
いますので、皆様のご支援をお願い致します。
　SOPTEC とうほく 2016 は本年 7月 1日（金）・2日（土）
に開催されます。昨年は出展会社数、来場者数とも過去
最大となりました。本年も引き続き、関係するメーカー・
ディーラー様に出展のお声掛けを是非お願い致します。

　さて、平成 27年度印刷業経営動向実態調査を行ってお
りますが、その回収率が非常に低調です。全印工連から
再メールをし、期間調査を 1カ月延長（2月 29 日期限）
していますので、是非ご回答いただきますようお願い致
します。

　私が東北地区印刷協議会に参加するのは、これで最後
となります。4年間、有難うございました。
　男の人生の生甲斐、それは自らを守り、その範囲を広
げていくことであります。家族・会社・取引先・関係業
界・地域等に広がっていけば、人生は充実して行きます。
私は地元の印刷青年部に入り、33年間活動してきました。
組合の役職を果たして来た。その都度、もうやめたいと
思っていた私が、ここまで職務を果たして来られたこと
が不思議です。必要とされる場所を与えられ、お役立ち
できましたことは大変有り難いことであり、感謝の気持
ちでいっぱいです。
　4年前に会長候補者として指名された時、本当に会長は
務まるのか、自分の会社は大丈夫か等々、不安が募りま
した。実はその 3年前から、今からですと 7年前になり
ますが、水上会長から「次の会長はお前だぞ」と言われ

藤井治夫 東北地区協会長挨拶

島村博之 全印工連会長挨拶
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た時はお断りしました。当時の私は常務理事であり、経
験を積んでいるわけでもありませんでしたし、何より、
言いたいことをずけずけ言う、言い出したら絶対引かな
いという性格的な問題もありました。しかし、水上会長
は事あるごとに「後継は島村だ」と言い続けてこられま
した。そして 6年前、副会長に就任してからは、私は覚
悟を決めました。無名、経験浅い私がその後会長になり、
ここ 4年間務め上げることができましたことは、皆様の
ご協力があったこと、この一言に尽きることであり、感
謝申し上げる次第です。
　会長の就任にあたり掲げたテーマは「やる気のある会
社に役立つ組合を目指す」ということでした。これが、
大きな誤解を生んだのです。組合に残っている組合員は
全員やる気があるとの前提で話したのですが、誤解への
対応に相当のエネルギーを使いました。就任 1年間は大
変悩ましい時期でありました。この誤解を少しずつ解い
てくれたのは、実は私の言葉ではなく、各々の委員会活
動による成果そのものでした。産業戦略デザイン室では
『印刷道』を発行、事業連携推進室では 60 周年記念事業
において多くの協賛をいただいた成果を導いてくれまし
た。経営革新・マーケティング委員会では印刷業経営動
向実態調査の刷新を図りました。調査の費用を削減し、
小規模零細企業からも回答をいただくようになり、回答
企業の平均社数も大幅に下がり、実態を反映するように
なりました。環境・労務委員会では胆管癌問題以降、オ
フセット印刷工程に起因するのではないかという疑念（誤
解）を打ち払うことができました。また、GP認定の簡易
版として、環境推進工場認定制度を発足させました。組
織・共済委員会では全国各地での共済制度説明会を実施
する等、その普及推進に努めて参りました。教育・研修
委員会では担当委員長が途中で辞任するというハプニン
グがありましたが、ほぼ計画通りに活動を行うことがで
きました。二期目に入ってからは女性活躍推進室を設置
し、ダイバーシティーの流れに対応する活動を行うこと
ができました。CSR 認定制度についてはまさに産みの苦
しみで、なかなか賛同してもらえず苦労しました。が、
CSR についての理解を深めていただくよう努力をし、現
在 2スター 14 社、1スター 79 社の計 93 社が認定を受
けています。申請中のものを含めれば、近々 100 社には
達すると思います。就任 4年間の中では、このことが何
よりも嬉しい成果であります。
　逆風も吹き、突っ走って来た 4年間ではありましたが、
皆様のご支援のお陰で実力以上の成果が出せたと感謝申
し上げます。私の人生で、このような素晴らしいことを
いただいたこと、本当に有り難いと思っています。
　私の後継者として昨年 12 月 10 日、28・29 年度会長
候補者選考委員会が開催され、臼田真人副会長が指名さ
れました。正式には 5月 24日総会において決定される予
定です。
　全印工連の組合員数は減少基調にあります。各県工組
の財務状態は縮小にあると聞いております。全国組合員
の平均就業者数は 20．9 人、10 人以下は全体の 63%、
20人以下は 80%にもなります。賦課金に依存せず、収益

事業を拡げて行くことしか道はありません。
　全印工連のミッションは、業界を客観視し、今後の方
向を見定め、新しい産業構造への道筋を考えることであ
ります。今、組合に残っているヤル気ある組合員の皆様
に、経営に役立つ情報を発信する等、組合事業を推進し
て行くことが極めて重要であります。これから決して楽
な道のりではありませんが、業界リーダーとして託すこ
とができるのは、臼田真人氏しかおりません。臼田氏は
ソリューション・プロバイダーへの進化・深化に関わり、
産業成長戦略提言を行ってきました。また、経営羅針盤
の作成にも尽力されました。加えてアドビシステムの導
入、CSR 認定制度にも注力、そして全印工連 60周年記念
事業実行委員長として手腕を発揮されました。経営勝ち
残りゼミ企画推進、中小印刷産業振興議員連盟設立にも
バックアップされるなど、その功績は枚挙にいとま
がありません。臼田氏の青年部時代から築き上げてきた
全国に亘る人脈は広く、豊かであります。次期会長として、
まさに相応しい人であります。
　この 4年間、ご支援いただき、有難うございました。

Ⅱ．分科会

1．�平成 28・29 年度　東北地区印刷協議会会長選任につ
いて諮ったところ、　引き続き藤井治夫会長（宮城県印
刷工業組合理事長）留任で承認された。

2．�平成 28・29 年度東北地区印刷協議会委員会の担当工
組について協議した結果、以下のように決定した。���������������������������������������������

3．�本年 10 月に開催の全日本印刷文化典ふくしま大会に
ついて、福島県印刷工業組合佐久間信幸理事長、坂本
敬亮実行委員会委員長からの説明とともに、各県工組
の支援・協力を要請された。

4．�本年 7月に開催の SOPTEC とうほく 2016 年の概要に
ついて説明の後、出展募集参加動員に一致協力するこ
とで了承された。

5．�印刷人ステップアップ基礎研修会（4月 12 日（火）
宮城県印刷会館）の概要について説明の後、各県工組
組合員に周知協力することで了承された。

6．�平成 28 年度上期東北地区印刷協議会は福島工組主管
で 6月 15 日（水）~16 日（木）飯坂温泉「ホテル聚
楽で開催する旨の説明が佐久間福島工組理事長からな
され、了承された。

7．その他情報交換としては、以下の通り。

理事長会

委　員　会 担 当 県 前年度担当県

経営革新・マーケティング 山 形 県 （青森県）

ソーシャルビジネス 秋 田 県 （秋田県）

教育・研修 宮 城 県 （宮城県）

環境・労務 青 森 県 （福島県）

組織・共済 福 島 県 （岩手県）

官公需 岩 手 県 （山形県）
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　　■各県工組総会日程
　　　青森県����5 月 18 日　　岩手県����5 月 20 日
　　　秋田県����5 月 20 日　　山形県����5 月 18 日
　　　福島県����5 月 19 日　　宮城県����5 月 12 日
　　■工組創立記念行事
　　　宮城県����5 月 12 日�60 周年
　　　岩手県��10 月 10 日�60 周年
　　　青森・秋田・山形・福島は未定

木村和生委員長（青森県）
【報告事項】
１．経営イノベーション支援の研究・情報発信
（1）�ソリューション・プロバイダーへのステップアップ

ガイドセミナーの開催
�　・未開催の工組に開催検討を依頼（青森・秋田・宮城）
�　・�会社単独、2～ 3社の共催、他県との合同開催も可能
�　・�中小企業団体中央会の補助を活用すればよい
�　・�費用について　講師謝金 4万円、交通費（宿泊の場

合は宿泊費）、企画料 1万円、人数分のテキスト代（す
べて税込）

�　・�小規模向け 5STEPS を作成中
�　・�セミナー開催について�15 ～ 20 人程度での開催が多

い（参考）
２．マーケット創造（新市場創造）の研究
（1）共創ネットワーク通信の活用
�　・�メルマガ発行の効果として�→�受注、問い合わせに繋

がっている
�　・�経営者ではなく営業担当が見たほうが活用できる　

→�担当者にメルマガを購読してもらう
�　・営業の引き出しを増やす、営業に見せて勉強させる
�　・登録のお願い�→�東北では鶴田印刷さんだけ（横手市）
�　・自社の強みを見直す良い機会になる
�　・�受注ではなく、企業 PR を目的として考える（SEO

的にもいい）
３．イノベーション・マーケティングの研究・情報発信
（1）各種マーケティングセミナーの実施
�　・�次年度はセミナーの動画配信も検討（？）
【意見情報交換】
�　・�セミナーは聞いて終わりになってしまっている。
�　・�（予算の関係で難しいが）地区協には副委員長も参加

させたい。
�　・�組合としては需要を増やす活動を重視してほしい。
�　・�委員会活動について…マンネリ感を感じる（新しい

ものを出すのが難しくなってきている）
�　・�PrintNext2016 より…印刷は結果、仕組みから取り

組んでいかなければいけない。
�　・�5STEPS 活用…簡単にトライできるようになったが、

それでも小規模だと難しい。
�　・�5STEPS…スッキリとまとまって、やりやすくなった。

五嶋建二委員長 ( 秋田県 )
【報告事項】
　CSR 推進専門委員会では組合支援セミナー「戦略的
CSR セミナー」の講師派遣を行っており、今年度は 2工
組（佐賀工組、岡山工組）で開催された。開催されてい
ない工組においては、是非ご検討いただきたい。
　全印工連CSR認定事業では平成25年6月認定開始以来、
ワンスター認定 79 社、ツースター認定 14 社の計 93 社
が認定されている。現在、本年 6月認定予定の第 13期ワ
ンスター認定の募集を 4月まで行っているので、多くの
企業様のご応募をお待ちしている。
　CSR 認定制度は今後も引き続き年 4回の新規募集を行
い、積極的に CSR を実践する企業の成長・発展を支援し、
CSR 認定企業や最新の CSR 情報を紹介する CSR マガジン
「Shin」を通じて、全印工連の CSR の取り組みを業界内外
へ PR するので、各県工組におかれても CSR の普及・啓
発にご協力をお願いしたい。
　また、CSR 推進専門委員会では、CSR の情報セキュリ
ティー対策の一環として災害やデータ消去などの緊急事
態からデータを守る「クラウドバックアップサービス」
を推進しており、3月 31 日まで新規で 500GB 以上のお
申し込みの企業は 3カ月間無料でお試しいただけるキャ
ンペーンを実施しているので、是非この機会にクラウド
バックアップサービスをご利用ください。
　CSR 推進専門委員会では、そのほかにも Pマークに準
ずる情報セキュリティー認証である「日本印刷個人情報
保護体制認定制度（JPPS）」など皆様のお役に立てる事業
を展開している。各工組委員におかれましては、組合員
様への周知方にご協力を。
【意見情報交換】

及川光雄委員長（宮城県）
【報告事項】
１．�技能検定製版職種「DTP 作業」実施への協力

理事長会

理事長会

ソーシャルビジネス委員会

※宮城工組

・JPPS 講座を始める（参加６社）
・�新規の組合加入企業を紹介いただいた
　場合、紹介企業の組合費を半年分免除
　している

※島村会長
・�東北地区協だけがソーシャルビジネス
　委員会になっているが、CSR 委員会　
のほうが分かりやすいのではないか

※ 委 員 会

・�委員会の意見として、看板はソーシャ
　ルビジネス委員会になっているが、中
　身は CSR の事をやっているので混乱
　する。東北地区協会長の許可があれば
　CSR 委員会で良いのではないか
・�CSR のチェック表（初歩的なもの）を
　作り、組合員企業に配付していただき
　たい。
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　�　既にご案内のとおり、技能検定製版職種 DTP 作業は
平成 28年度後期の技能検定として、平成 29年 1月頃
に実施される。
　�　各工組の DTP 技能検定への取組み状況アンケート結
果では、現在までに 14工組が実施を決定している。前
向きに検討している工組も 12工組あり、今後も実施に
向けて職業能力開発協会と連携を図り、準備をお願い
したい。
　�　また、各工組での進捗状況については適宜全印工連
に連絡するようお願いしたい。
　�　全印工連では今後も引き続き情報の提供、実施工組
のフォローアップを行っていくので、全印工連への意
見・要望があれば伺いたいと思う。

【意見情報交換】
�　①�各工組の対応の資料で宮城県工組は実施しない（未

検討）となっているが、�実施に向けて前向きに検討
中の間違いである。

�　②��詳しい資料はないのですか？「新 DTP 技能検定」の
実施に向けての資料がありますので、全印工連にお
問い合わせしてご活用ください。

�　③�青森県工組では 28 年度実施に向けて準備をしてい
ます。

�　④�島村会長より…国家検定試験で権威のある資格なの
で、全工組で試験を実施する方向で検討してほしい。

２．“見える化 ” から始める収益改善セミナーの開催
　�　27年度は徳島、島根、香川、福島の4工組において「“見
える化 ” から始める収益改善セミナー」が開催された。
経営者や営業担当者など計 159 名にご参加いただいた。
来年度は内容を刷新し、これまでとは異なった視点か
らの収益改善に関するセミナーの企画・開催を検討し
ている。

【意見情報交換】
　福島県工組で行ったセミナーで、土屋委員長が話され
たことが大変参考になった。
３．メディア・ユニバーサルデザイン活動の推進について
　�　第 9回メデイア・ユニバーサルデザイン（MUD）コ
ンペティションでは、昨年の第 8回を上回る 275 作品
の応募があり、学生の応募が増えたが、一般、組合員
からの応募数は減少した。審査結果は、大阪シーリン
グ印刷㈱と静岡デザイン専門学校の作品が経済産業大
臣賞を受賞した。この 2作品は、2月 3日から 5日に
開催された page2016 において、リコージャパンの展
示ブース内にて展示された。今後はリコージャパンの
オフィスにて展示される。
　�　来年度も第 10回コンペティションの開催を予定して
いる。応募期間も例年通り平成 28年 9月 1日から 11
月 30 日とする予定。コンペティションは本来、組合員
のMUDへの理解と周知・PR を目的としているが、近
年の組合員からの応募数は減少傾向にあるので、多く
の組合員に応募してほしいと思う。

【意見情報交換】
　�島村会長より…「MUD」は社会的に大変意義あること
なので、皆さんの会社の印刷物はすべて「MUD」対応

で制作するように、社長が指示を出すことが大変重要。
その中から優れた作品をコンペに応募してもらえれば
良いと思う。
４．制度教育事業（印刷営業講座）の内容見直し（中間報告）
　�　教育・研修委員会では、制度教育事業検討部会（小
宮山貴史部会長）を設置し、制度教育事業の継続、改
定の検討を行なった。各種講座・試験の見直しについ
ては、開催実績の多い印刷営業講座・印刷営業士認定
試験から内容の見直しを行なった。
　�　部会では、印刷営業講座の受講者及び受講者の会社
の経営者を対象にアンケートを実施し、その結果をも
とに作成した印刷営業講座の新カリキュラム案が資料
である。新カリキュラム案では、印刷営業講座を印刷
営業士認定試験に合格するためだけの講座ではなく「将
来の印刷営業に求められる能力・スキル」として「提
案営業・プレゼンテーションの知識」と「マーケティ
ングの知識」の習得に重点を置いた講座としている。
そして、その座学と実践の場として「セールス&プロ
デュース」と「グループワーキング」の項目に合計 12
時間の講座時間を設定している。反面、現行カリキュ
ラムでは 10時間行っている見積積算については 5時間
に短縮している。アンケート結果により、多くの受講
者が社内教育で習得していることが分かったので、見
積積算の理念の理解に重点を置く内容とし、新たなデ
ジタル印刷物の見積積算の講義を加えている。
　�　次年度の教育・研修委員会では、新たに部会等を設
置し、印刷営業講座の新カリキュラムをもとに印刷営
業講座・印刷営業士認定試験のテキストや試験問題等
の見直しの検討を進めていく。新カリキュラム案につ
いてご意見・ご要望などがあればお願いしたい。

【意見情報交換】
　①�若い営業が少なくなっているので、営業社員はほと

んど資格を取得している。
　②��印刷営業講座をネットを通じて同時開催をして、経

費を安くしてもらいたい。
　③��新しい内容で、いつから教育事業ができるか教えて

ほしい。

石井祐一委員長 ( 福島県 )
【報告事項】
１．環境マネジメントシステム認証・認定
（１）GP（グリーンプリンティング）認定制度
　�　日本印刷産業連合会が運営する、環境に配慮した印
刷工場を認定するグリーンプリンティング工場認定制
度（GP工場認定制度）は、現在印刷業全体で 359�工場、
そのうち全印工連は 198�工場認定されている。官公庁
などでも環境への配慮は今後ますます重要視されるの
で、各社で環境マークの取得を目指すよう働きかけを
した。

（２）環境推進工場登録制度
　�　全印工連では GP 認定取得の前段階となる登録制度

理事長会
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として「環境推進工場登録制度」を全国展開している。
環境のスペシャリストである環境・労務委員会の寺田
特別委員に手取り足取り指導いただけるので、ぜひ講
習会開催の検討をとお願いした。東京都印刷工業組合
主催で年 3�回開催している講習会には、東京工組以外
の組合員も参加可能なので、参加を希望される場合は
東京工組担当者へ問い合わせるよう周知した。

（３）環境マネジメントシステム（ISO14001�取得支援事業）
　�　続いて、全印工連では ISO14001�取得支援事業とし
て、インターネットを利用した環境マネジメントシス
テムを運営している。本システムを利用すれば、社内
で環境法令の調査や文書作成にかかる膨大な時間とコ
ストを大幅に削減することができる。全印工連のシス
テム以外で ISO14001�を取得した企業も、ISO�の審査
機関を移行することでシステムを利用できるので非常
に有効である。資料請求などについては全印工連事務
局に問い合わせるよう周知した。
２．オフセット印刷工場用VOC�警報器の販売
　�　全体会でも説明があったが、この警報器は印刷事業
所で有機溶剤による健康被害から社員を守るために、
日本印刷産業連合会と新コスモス電機が、オフセット
印刷工場用に共同で開発したものである。VOC�濃度が
一定レベルを超えると、これを検知して警報を発し、
保護具の利用や洗浄剤使用量の抑制、空気の換気など、
作業工程の見直しを促す。従来の VOC 測定器と比べる
と、安価で購入できるので、ぜひ購入を検討していた
だくよう周知した。ただし、委員の中からは推奨され
る印刷機１台に３個設置するべきというのは、コスト
がかかりすぎるのでは？という意見が出た。
３．環境・労務関連情報の収集・提供
（１）ストレスチェック制度の義務化
　　�（平成 27�年 12�月１日施行）
　　�※��従業員規模 50� 人以上の事業場へのストレス

チェックの義務付け
　　　��（従業員規模 50�人未満の事業場は努力義務）
　�　昨年 12�月に施行されたストレスチェックについて、
50�人未満の事業所は努力義務となっているが、将来的
に義務化される可能性もあり、社内規程の策定や衛生
委員会の設置といった、社内の体制作りを早めに検討
するよう周知した。ストレスチェックの実施にあたっ
て、面接指導の必要などの最終判断をするのは医師で
あり、自分たちでは判断できないので、注意するよう
伝えた。また、プライバシー保護の観点から、10�人
未満の場合は個人が特定されてしまうため、基本的に
会社が分析結果を受け取れず「医師による指導が必要」
という結果が出て、本人から申し出があった場合にの
み産業医と面談を実施し、就業に支障があるという診
断が出て初めて、会社として対策を取らなければなら
なくなる。各都道府県に産業保健総合支援センターが
設置されており、窓口相談や情報の提供も行っている
ので活用するよう周知した。

（２）化学物質のリスクアセスメントの義務化
　　�（平成 28�年６月１日施行）

　　�※�危険有害性のある化学物質（640�物質）を使用す
る事業場へのリスクアセスメントの義務付け有機
溶剤・特化則以外にも幅広く有害物質を把握する
ためという考えのもと、化学物質のリスクアセス
メントの義務化が６月から施行される。640�物質
が対象となり、工場では SDS（安全データシート）
をメーカーから取り寄せて化学物質の有害性を確
認し、どれだけのリスクがあるか把握し、リスク
が高い場合にはリスクの低減措置を検討する必要
がある旨伝えた。厚生労働省のホームページでは
電話での相談受付や専門家による無料訪問診断も
案内しており、リスクアセスメントを怠ると、事
故が起きた後の訴訟などで間違いなく不利になる
ので、まずは６月１日から施行されることを、各
県工組に必ず周知するよう伝えた。

（３）平成 27�年度地域別最低賃金の改定
　�　平成 27�年度地域別最低賃金額の改定状況が、発表さ
れており、各都道府県で 16�円～ 20�円程度上昇してい
るので、注意するよう伝えた。

大風　亨委員長（山形県）
【報告事項】
　平成 27年度下期東北地区印刷協議会分科会として官公
需対策協議会が開催され、始めに、先に行われた全体会
議の中で生井専務理事より紹介された『経済産業省、中
小企業庁、自由民主党中小印刷産業振興議員連盟宛の官
公需取引における要望書』について議論がなされた。要
望事案については概ね了承されたが、1.(2) 銘柄指定の排
除では、銘柄指定が東北において大きな障害になった事
例が少なく、今回の要望に入れなくても良いのではない
かという意見があった。引き続き、各県印刷工組の状況
報告と動きについて協議した。
■岩手県　�官公庁へ物品調達から請負契約へ変更を要望

しているところである。状況としては、岩手
国体や物理施設等から印刷工業組合として共
同受注ができ良かったが、後で現物による寄
付などが発生した。

■福島県　�原発対策が優先され、物件が未だに少ない。
入札参加申し込み時に設備一覧を提出するこ
とになっているが、提出しても県で確認をし
ないため、設備が無くとも低価格で応札でき
る。県議会議員と連携しながら取り組んでい
きたい。

■青森県　�非組合員が入札に参加すると落札できず、諦
める傾向がある。しかし、今年度丸投げして
いた企業が発覚し、県が印刷設備の検査を行
うようになった。前にも話したように、営業
士の資格を入札条件にしていただけるよう全
印工連に努力していただきたい。

■宮城県　�入札制度の低価格化が進んでいるが、行政と

官公需対策委員会
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しても法律その他条例の中での制度のため、
それぞれが問題を持っている。宮城県印刷工
組では様々な取り組みを現在行っているので、
平成 28年上期東北地区協議会で報告できると
思う。

■秋田県　�入札制度において、資材価格の転嫁をしても
落札できない。設備台帳の提出はあるが、電
子入札になると知らない業者が落札する。ま
た、低価格で応札する業者がおり、その企業
が参加すると他の企業は諦めてしまっている。
それに加え、１月 15日から佐川印刷が支店を
出したため今後の動向が気になる。

■山形県　�電子調達が内税になっているため外税にする
ことや最低制限価格の割合を60%から 70%に
引き上げること。また、県内で設備をして人
を雇用している企業が適正な価格で入札でき
る環境を整えること等を県の会計局、県議会
議員の皆さんと意見交換会を開催して要望し
ていきたい。

　　　　　�　官公需の入札制度は法律・条例で定められ
ているので、国会議員の方々から入札制度の
現状を理解していただき、法律を見直してい
ただくことが大切である。その意味を踏まえ
て、このたびの自民党中小印刷産業振興議員
連盟に対する要望は大いに期待している。

間瀬浩之委員長（岩手県）
【報告事項】
１．各共済制度の加入状況について
　＜生命共済制度＞（１月分）
　　加入事業所数　　1,539 社　17,460 名
　　加入契約額　　　326 億 6,700 万円
　＜設備共済制度＞（１月分）
　　加入事業所数　　397 社
　　オプション　地震災害補償コース　　48社
　＜医療・がん共済＞１月１日現在
　　加入者数　医療保障　212 名
　　がん保障　25名
　　�この制度をスタートした時の目標加入者数は 500 名

です。一人でも多くの方の加入をお願いします。
　＜災害補償共済制度＞ 11月 1日現在
　　加入事業所数　労災補償コース　2タイプ合計
　　　　　　　　　116 社　4,068 名
　　　　　　　　　傷害補償コース　3タイプ合計
　　　　　　　　　20社　��310 名
　＜経営者退職功労金制度＞ 1月分
　　加入事業所数　85社　159 名　契約口数 426 口
２．共済制度の更新処理
　�　生命共済制度の更新処理に関しては例年どおりで、
制度内容の変更はありません。

【協議事項】

１．平成 28年度地区ごとの重点工組（予定）の選定
　キャンペーンの趣旨
　�　募集幹事保険会社を中心とした委託保険会社等の協
力の下、各地区の重点工組を中心に、全国 47都道府県
工組全体で目標達成に向け、工業組合主導による加入
促進活動を展開する。
　キャンペーン期間…
　　平成 28年 9月 1日から平成 29年 3月 31日（予定）
　　（工組の事情により、独自の期間を設定することは可）
　キャンペーン対象制度（予定）…

　「生命共済」「設備共済」「医療・がん共済」
　�　以上を説明の後、重点工組の選定の協議に入り、以
下決した。
　平成 28年度東北地区キャンペーン重点工組…

　宮城県、福島県
【意見情報交換】
共済制度について
�　・�加入を促進するような活動はしていない。組合員宛

の送付物がある時はパンフレットを同封するように
している

�　・�他の団体（商工会、法人会等）との付き合いもあるので、
既に共済に加入しているところを無理にということ
は難しい。

�　・�生保の担当者を招いて説明をしてもらったが、効果
がなかった。

【その他】
�　・�新規組合員加入のキャンペーンを実施している。紹

介者への報奨金、関連業者への勧誘、加入金、賦課
金の一定期間の減免。

�　・�ここ１～２年の間で見ると組合員数は維持している
が、中長期で見ると組合員の減少傾向は止まず、賦
課金収入が減少して財政的に厳しい状況である。

�　・�各委員会として活動するに当たり、予算を計上して
いるわけではない。

�　・委員会を特段設けていない。

組織・共済委員会
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トピックス

古紙回収収益金を岩手県緑化推進委員会へ寄付　　平成 27 年 12 月４日（金）

　昭和 30年中小企業等協同組合法に基づき法人として誕生してから 60年、岩手県中小企業団体中央会の創立
60周年記念式典がホテルメトロポリタン盛岡NEW�WING に於いて行われ、岩手県中小企業団体中央会理事等
長年の功績が認められた当組合前理事長の田口純二氏が岩手県中小企業団体中央会会長から感謝状をいただき
ました。

　岩手県印刷工業組合は、昭和 31年 11 月 17 日に創立された岩手県印刷調整組合を前身に、昭和 33年８
月に中小企業団体法のもと組織変更を行い、認可された「岩手県印刷工業組合」。今年、当組合が創立から
60年を迎えたことを記念して、11月 10日（木）に記念式典・祝賀会が開催されることになりました。

岩手県中小企業団体中央会 60 周年記念式典で前理事長・田口純二氏に感謝状
　　　　　　平成 27 年 12 月 22 日（火）

【おしらせ】
岩手県印刷工業組合「創立 60 周年記念式典」開催　　平成 28 年 11 月 10 日（木）

　今年度は３回の古紙回収を実施しました（６月 17日・10月１日・12月２日）。
　お忙しい中、組合員の皆さまにはたくさんのご協力をいただきました。その収益金を 12月４日（金）理事長、
盛岡支部長が盛岡市役所、緑化推進委員会へ寄付、有益に使ってほしい旨をお伝えしました。「継続してご寄付
いただいている組合員の浄財を大切に使わせていただきます。印刷業は無くてはならない業界です。今後も協
力していきたいと思います」との言葉をいただきました。
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トピックス

３D プリンター顔デカフィギュア　　　　　　　　   ㈱菊忠印刷 代表取締役　菊池忠彦

　私にとって初の “３Dプリンター ”見学でした。なるほど！�こ
うやって作るのか！やはり現場を見なければ分からないな、と
いうのが実感でした。私の “ 顔デカフィギュア ” ができるまで、
まずは３Dスキャナーで頭と顔を 360°スキャン。併せてデジタ
ルカメラでも撮影。写真を参考にしながら、専用ソフトで３Dス
キャニングデ―タの修正や細部の造形を行う。仕上がりはオペ
レーターさんの腕・センスにかかっているようです。完成した３
Dデータをもとにフルカラー３Dプリンターで出力。フルカラー
の石膏粉末を積み上げていく方式で、数時間かかります。最後
に磨きなどの仕上げ作業。ちなみにスキャナーとプリンターは
アメリカ製で数百万円だとか。宮本社長の「画像処理技術を持っ
ている印刷業だからこそ３Dプリンター導入にアドバンテージが
ある」というお話に納得できました。2013年に３D事業部を開設、
その他にも一般向けの工場見学やセミナーの開催など、数々の試行錯誤を繰り返しながら「業態変革」に取り組ん
でいる企業は “勢いがある ”と感じました。後日、とてもリアルなフィギュアが届きました。社員からは「もうちょっ
と笑えばよかったですね」との感想。宮本さん、ありがとうございました。

先進地視察研修で（株）みやもとへ　　平成 28 年２月 3 日（水）
岩手県印刷工業組合副理事長

木村　惠也

スタジオ前にて全員集合

顔デカ作成のためのスキャニング中の理事長

　岩手県印刷工業組合一行 11名は栃木県宇都宮市の㈱みやもと様を訪問した。㈱みやもとは 1996 年創業、従業員
45人の印刷会社で、最初は写植業からスタートした。1978 年印刷業に進出し、その後順調に業績を伸ばしていっ
たが、2008 年のリーマン・ショック以後の景気後退に売上高は大きく落ち込んだ。が、「売上げが下がったからこそ、
いろいろなアイデアを考えた」と宮本社長。その中で社長の目にとまったのが３Ｄプリンター。「３Ｄプリンターは
画像修正のノウハウが必要とされ、最も近い位置にいるのが印刷業界ではないか。数年後に普及する前にノウハウ
を蓄積し、先行利益を取っていきたい」と、３Ｄプリンター導入で市場創出に挑んだ。こうして 2013 年に３Ｄプ
リンター、３Ｄ造形デザインシステムを導入。1,800 万円に 1,000 万円のものづくり補助金を得てスタート。市場
ゼロからのスタートで３年経ったが、採算ベースにはまだ少し追いついていない。フィギアは一体 35,000 円、顔
のみ造形し、ボディーは既製品の「顔デカ」は 13,000 円。宮本社長は「収益化まであと２～３年はかかるだろう。
それまでノウハウを積み重ね、市場が成長の兆しを見せたとき先頭を進みたい」と語られていた。
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　全印工連では、このたびオフセット印刷工場用 VOC警報器 XH-981G の組合員限定キャンペーン特別
販売を開始しました。
　この警報器は、2012 年に発生した胆管がん問題を契機とした VOC（揮発性有機化合物）による健
康被害対策の一環として、日本印刷産業連合会と警報器メーカーの新コスモス電機株式会社が共同開発
し、VOC 測定機器の軽量・低価格化を実現した VOC 警報器です。VOC 警報器の設置後、VOC 濃度が
一定レベルを越えると、作業場の換気を音声メッセージでお知らせいたしますので、換気や保護具の着
用、洗浄剤使用量の抑制など、従業員の健康障害防止対策を図ることができます。交換期限は２年であり、
期限が過ぎると、ランプの点滅と音声にてお知らせします。
　つきましては、全印工連から特別価格にて取り寄せますので、ご希望の方は申込書（メールで各組合
員に送信済）にご記入の上、組合までお申し込みください。この警報器の詳しいチラシは「日本の印刷」
３月号・４月号にも同封予定です。

【おしらせ】

「オフセット印刷工場用 VOC 警報器 XH-981G」
組合員限定キャンペーン特別販売のご案内

「オフセット印刷工場用  VOC 警報器 XH-981」組合員限定キャンペーン特別販売

組合員限定特別価格 25,000円（税別）にて販売
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日 用　務
27 年
４�

6 3 月分情報連絡票を岩手県中小企業団体中央会へ提出
（新田情報連絡員）� �

10 第 1回常任理事会　　於：組合事務所� �
20 第 4回ＭＵＤ委員会　於：川口印刷工業㈱　全印工連
理事会（東京　斎藤理事長）

21 全印工連理事会（東京　斎藤理事長）

24 岩手県中小企業団体中央会理事会　於：岩手県水産会
館（理事長）

24 第 2回常任理事会　　於：組合事務所� � �
25 会計監査（監事　向井一澄、吉田尹）� � �

5 8 4 月分情報連絡票を岩手県中小企業団体中央会へ提出
（新田情報連絡員）
8 第 1回理事会（青少年会館）� � �
12 第 5回ＭＵＤ委員会�於：川口印刷工業㈱�� �
15 第 2回常任理事会�（ホテル森の風鴬宿）
15 平成27年通常総会及び懇親会開催（ホテル森の風鴬宿）

15 セミナー「わたしたちのブランド戦略」� �
　全印工連　ＣＳＲ推進専門委員会委員
　　　　　　安平健一　氏（㈱ダイム代表取締役

16 ゴルフコンペ　於：八幡平カントリークラブ�
26 全印工連総会（東京　斎藤理事長）� �
29 中小企業景況調査（組合員�5 社）

6 5 盛岡支部総会　於：愛真館
5 ゴルフコンペ　於：ハイランドカントリークラブ

8 5月分情報連絡票を岩手県中小企業団体中央会へ提出
（新田情報連絡員）

12 第 3回常任理事会　（組合事務所）
17 グループ事業古紙回収（組合駐車場）
18 第 6回ＭＵＤ委員会�於：川口印刷工業㈱

25 個人情報（マイナンバー）制度の解説セミナー　於：
アイーナ

26 盛岡刷親会総会　於：ホテルメトロポリタン盛岡ＮＥ
Ｗウイング

2 上期東北地区協　於：宮城県
3 SOPTEC とうほく 2015 オープニングセレモニー　於：
宮城県

4 SOPTEC とうほく 2015 貸切バスで参加（43名）

9 岩手県中小企業団体中央会地区別懇談会　於：ホテル
ルイズ

10 6 月分情報連絡票を岩手県中小企業団体中央会へ提出
（新田情報連絡員）

10 ジャグラ岩手県支部総会（ホテルメトロポリタン盛岡
NEWウイング　斎藤理事長）

14 盛岡支部定例会（北ホテル）
16 第 7回ＭＵＤ委員会

17～ 18 全印工連組織・共済委員会　於：旭川（間瀬）
8 7 第 5回常任理事会　於：ホテルルイズ

10 7 月分情報連絡票を岩手県中小企業団体中央会へ提出
（新田情報連絡員）

10 岩手県中小企業団体中央会理事会（斎藤理事長）
25 第 8回ＭＵＤ委員会

9 1 中小企業景況調査（組合員�5 社）
9 8 盛岡支部定例会（北ホテル）

10 8 月分情報連絡票を岩手県中小企業団体中央会へ提出
（新田情報連絡員）

14 第 9回ＭＵＤ委員会　於：組合事務所
10 1 グループ事業古紙回収（組合駐車場）

平成 27 年度   庶務事項

日 用　務
7 9 月分情報連絡票を岩手県中小企業団体中央会へ提出
（新田情報連絡員）
7 第 10回ＭＵＤ委員会　於：組合事務所

16 全印工連 60周年記念式典　於：東京（理事長・木村・
間瀬）

21 第 6回常任理事会　於：組合事務所
30 前期会計監査　於：組合事務所
5 中小企業景況調査（組合員�5 社）
6 盛岡支部ボウリング大会（マッハランド）

10 10 月分情報連絡票を岩手県中小企業団体中央会へ提
出（新田情報連絡員）

15 中小企業景況調査（組合員�5 社）
16 東北印刷工業厚生年金基金説明会　於：アイーナ
17 年末調整説明会　於：県民会館
19 全印工連理事会（東京印刷会館）

12 2 グループ事業古紙回収（組合駐車場）
3 第 7回常任理事会　於：大むら
4 岩手県緑化推進委員会へ寄付　於：盛岡市役所
4 第 11回ＭＵＤ委員会　於：組合事務所
4 盛岡支部定例会・忘年会　於：山里

9 11 月分情報連絡票を岩手県中小企業団体中央会へ提
出（新田情報連絡員）

15 岩手県中小企業団体中央会 60周年記念式典
1 8 中部支部新年交賀会　於：丸松（理事長・間瀬）

12 12 月分情報連絡票を岩手県中小企業団体中央会へ提
出（新田情報連絡員）

15 組合新年交賀会　於：ホテル花巻
22 ジャグラ新年交賀会　於：ホテル東日本（間瀬）
29 岩手県印刷営業士会　於：味勢（新田）

2 3 視察研修（みやもと㈱　栃木県）

5 岩手県中小企業団体中央会受賞記念祝賀会　於：盛岡
グランドホテル（理事長）

5 気仙支部新年交賀会　於：大船渡（木村・鈴木）
7 全国青年印刷人協議会　於：大手町（主濱・新田）
9 盛岡支部定例会　於：北ホテル

10 1 月分情報連絡票を岩手県中小企業団体中央会へ提出
（新田情報連絡員）

12 盛岡刷親会「歳祝いの会」於：きのえね支店（新田）

15 岩手県印刷工業組合創立 60周年記念事業実行委員会
於：岩手県青少年会館

15 常任理事会　於：岩手県青少年会館
15 MUD委員会　於：岩手県青少年会館
17 下期東北地区協　於：宮城県

3 1 中小企業景況調査（組合員�5 社）
2 常任理事会　於：組合事務所

10 2 月分情報連絡票を岩手県中小企業団体中央会へ提出
（新田情報連絡員）

10 盛岡支部三役会　於：組合事務所

11 盛岡ホテル協議会事務局と打合せ
於：ホテルアネックス

18 岩手県中小企業団体中央会理事会　於：県民会館（理
事長）

22 盛岡支部役員会　
25 常任理事会　於：組合事務所
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前回の答え

前回の答えは「スーパームーン」
でした。

応募数 4 通の中から、組合役員による厳正な
る抽選の結果、杜陵印刷の千葉譲二さんが当
選されました。おめでとうございます。
今回も素敵な賞品を準備しております。たく
さんの応募をお待ちしています。

《訃報》

平成 27年 12月 1日
第一印刷㈲代表取締役会長　新田和央氏のご母堂

新田勝江様　享年92歳

平成 27年 12月 22日
川口印刷工業㈱取締役営業本部長　　　　���　�高橋次郎様　享年64歳

心よりご冥福をお祈りします
編集後記
梅の便りが届きました。皆さんの地域に「春」は届
きましたか？一月は行く、二月は逃げる、三月は去
る。諺のとおり目の前の仕事の山も、あっという間
に過去のものとなっていくのでしょう。慌ただしさ
に身を委ねることは楽。常に次の一手を考えて行
動せねば！と自分に言い聞かせる今日この頃です。

《キャンペーン３共済の紹介》
● 生命共済制度　　● 総合設備共済制度（せつび共済）
● 医療・がん共済（旧医療共済制度）
全印工連が行なっている共済事業は多数の組合員にご加入いただくことにより、団体契約としてのスケールメリッ
トが生まれ、一般の保険と比べて割安な掛金で大きな保障が得られます。詳しくは組合までお問い合わせ下さい。

全印工連「共済制度」加入のご案内

●新規加入

●脱　　退 27. 7. 31　イワニチ高速オフセット（株）（県南支部）

27.12.31　（株）モノグラム社（中部支部）

平成 28年 3月 31日�現在組合員数　48社

組
合
員
動
向

27. ５月　コンカツ印刷（有）代表取締役　金野恒久
　　　　　（県南支部）　一関市中央町 1-7-16　TEL　0191-48-5963

27.11 月　永代印刷（株）　代表取締役　佐々木裕
　　　　　（盛岡支部）　盛岡市北飯岡 1-8-30　TEL　019-636-0011

うららかな春の訪れを待ちかねていたように咲くタンポポ。タン
ポポには西洋タンポポと日本在来のものがあり、市街地などで

咲いている大半は西洋タンポポです。では、いくつかある日本在来のタンポ
ポのうち、東北地方で見られるものは○○タンポポと呼ばれています。

▪送り先／当組合事務所（当紙表紙に記載）まで FAX でご回答下さい。
▪応募締切／平成 28 年５月 30 日（火）（当日消印有効）
▪当選発表／商品の発送をもって代えさせていただきます。
　　　　　　（次号 岩手の印刷で発表します）
▪個人情報は商品の発送のみに利用します。

Q. クイズコーナー

今回の景品
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～お客様を大切にする心 
物を大切にする心つくり～ 
 

TBP 時田製本印刷㈱ 
  
〒038-0059  

青森市油川千刈１１５－９ 
    TEL 017-763-3300 FAX 017-763-3303 

  

平成28年４月１日からコニカミノルタジャパン株式会社に社名が変わります。
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世界を変えるアイデアは
一枚の紙から生まれる。
世界を変えるアイデアは
一枚の紙から生まれる。

＊現像廃液・定着廃液及び古フィルム、廃油、洗浄液の処理を御用命下さい。

〒028-7801 岩手県久慈市侍浜町堀切11-136-5

TEL 0194-58-3833 FAX 0194-58-3057

長代商店は皆様の産業廃棄物の処理に
誠意をもってお手伝い申し上げます。

0 5



盛岡営業所／〒020-0811　盛岡市川目町２３番４号（盛岡中央工業団地）
　　　　　　　　　　　　　　TEL(019)623-2100㈹　FAX(019)623-2150
　本　社　／〒950-0134　新潟県新潟市江南区曙町３丁目１５番１７号
　　　　　　　　　　　　　　TEL(025)382-2400㈹　FAX(025)382-5400

「環境性能」
環境に優しい商品と情報を提供します

http://www.yoshikawa.co.jp

α『紙　α』の未来を考える。

吉川紙商事株式会社
仙台支店 〒980-0014
仙台市青葉区本町 2-10-28 カメイ仙台グリーンシティ 6階
TEL 022-264-8971 FAX 022-264-8973


